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商品NO.

31910
（マットブラック）

■ ご使用前に必ずご確認ください ■
※本商品のご使用前に最終項に記載のURL（保証規定）より保証規定の内容を読み、ご理解のうえご使用ください。

※本商品の使用をもって、本書と保証規定の内容の全てを理解・承諾したものとみなします。本書内の注意事項を守らず使用したことによる事故

や損害について、当社では一切の責任を負いません。

※本書は、いつでも取り出して読めるように大切に保管してください。また第三者に譲渡する場合は、必ず本書も併せてお渡しください。

適応車種

Z650RS
（’22）

パイプエンジンガード

実施

実施

行為を強制したり指
示する内容を告げる
ものです。 禁止

禁止

禁止の行為であるこ
とを告げるものです。

表記の注意を告げる
ものです。

その他の警告及び注
意を告げるものです。

その他

その他

 

高温注意

高温注意

本書では正しい取り付け、取扱方法および点検整備に関する重要な事項を、次のシンボルマークで示しています。

要件を満たさず使用しますと、死亡または重傷に至る可能性や第三者の生命や財産を損なう可能性が想定される場合を示してあります。警告

・ 本商品は記載されている適応車種以外の車両には使用しないでください。

・ 本商品に曲げ・切削・溶接などの加工は行なわないでください。商品の破損だけではなく、車両側の破損や重大な事故につなが

る恐れがあります。

・ 走行中はエンジンガードの上に足を置いた状態での運転は不安定で危険のため絶対にしないでください。

・ 本商品の取り付けには一部純正部品を再使用します。使用する純正部品または車両各部に欠損･損傷がみられた場合、その部品の

再使用を避け新しい部品に交換してください。

・ 転倒された場合、取付ボルトの緩みや商品本体・取付ボルトが変形してしまう場合があります。そのまま使用されると重大な事

故につながる恐れがあります。転倒後は走行前に必ず各部の確認を行ない、損傷具合によっては新しい部品に交換することをオ

ススメします。

・ 走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停車させ、異常箇所を必ず点検してください。異常があった場合は、

商品の使用または車両の走行を中止し、認証工場や販売店へご相談ください。

実施

 

要件を満たさず使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。注意

・ パッケージ開梱時や商品取り扱い時にパッケージや商品の端面、突起、バリなどがあり予期せぬケガや事故が発生する場合があ

ります。取り扱いの際は必ず保護手袋を着用し、ケガには十分に注意して作業を行なってください。またエッジや突起部がある場

合は、ヤスリなどを使用して適切な処理を行ない取り除いてください。

・ 本商品を開梱の際は、構成部品や外観の不具合、異常がないことを必ず確認ください。万一気づきの点がございましたら、ご使用

前にお買い求め販売店へ速やかにご相談ください。

・ 認証工場など、適切な設備と技能、専門知識のある整備士を有した店舗にて脱着作業を行なってください。作業が適切に行なわれ

ないと、作業中やご使用中に車両や部品を損傷したり、不具合が発生する場合があります。商品自体に瑕疵がなく発生した不具合

や事故につきましては、当社では一切の責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。

・ 作業は安全な場所で車両を安定して支えられるメンテナンススタンドやジャッキなどを使用し、周囲の安全を確保したうえで行

なってください。また安全のために二人以上で作業を行なってください。

・ 取り付けは各作業に適した工具をご使用ください。不適切な工具を使用すると部品の破損やケガをする可能性があります。

・ ボルトやナット類の締め付けにはトルクレンチを使用して、所定トルクまたは車両メーカー発行のサービスマニュアルで指示さ

れたトルクで確実に締め付けてください。

・ 取り付け後に約 100km 走行しましたら各部を必ず点検整備してください。その後は約 500km 毎に必ず点検整備を行ない、各

部に異常がないか確認し、必要に応じてネジの増し締めを行なってください。

・ 作業を始める前にエンジンやマフラーが十分に冷えていることを確認してください。冷えていない状態で作業を行なうとエンジ

ンやマフラーに触れてヤケドをする可能性があります。

・ 本商品を装着したことによる物的損害や人的損害などの保証は一切お受けできません。また商品保証は本商品のみが対象になります。

・ 本商品は軽度の転倒時における、エンジンや車体へのダメージを軽減する目的の商品となります。転倒時のキズやカウル類の割

れなどを保護するものではございません。また転倒時の状況によっては、未装着時よりダメージが大きくなる場合やダメージを

軽減できない場合もございます。あらかじめご了承ください。

・ 転倒履歴がある車両には取り付けできない場合がございます。

・ 本商品の塗装は飛び石や車両保管用保護カバーとの擦れなどで塗装がはがれる場合があります。

・ 本商品は素材や製造方法により製品個体差があります。溶接や塗装、小キズ、歪みなど程度の差がございます。

・ 他社製商品などとの同時装着は未確認です。（※保証対象外）

・ 本商品はスチール素材を使用した商品になります。ご使用の環境や経年変化、使用損耗により素材劣化（サビ含む）が、早期から進

行する場合があります。

・ 定期的に各部の点検を行なってください。また塗装のはがれやキズ、サビなどが発生している場合は適切な補修を行なってくだ

さい。補修せずに使用すると素材劣化が促進され、本商品の破損だけでなく、車両へのダメージの原因となります。

・ 本商品を取り付けた場合、車両側の取り付け面や、その周辺にキズが付く可能性があります。

・ 本商品の取り付けには一部の純正部品を使用します。取り外しの際には損傷や紛失に十分注意してください。

・ 本商品、または本書内でご紹介した商品は予告なしに価格や仕様を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。
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・ 立ちゴケなどの軽度な転倒に対し、エンジンやカウルのダメージを軽減

・ ブラック塗装でΦ25.4 スチールパイプ製

・ 一部のハンドルクランプ部品などのアクセサリーパーツ装着も可能

本商品の特長

商品内容

取付方法

【作業前の注意事項】

・ 純正部品の取り外しや取り付けについては、各メーカー発行のサービスマニュアルに従い、正しく行なってください。

・ 作業を始める前に周囲の安全を確保し、車両を安定させた状態で転倒やケガなどに十分注意して作業してください。

・ リアスタンドを使用し、作業中にエンジンがズレて下がらないようにエンジンの下からジャッキで支えてください。

NO.

①

②

③

④

⑤

⑥

エンジンガード左側

エンジンガード右側

フランジボルト

ジョイントバー

カラーA

カラーB

M10×25（P1.25）

Φ10×Φ25×34L

Φ10×Φ25×48L

パーツ名 サイズ（mm） 数量

1

1

2

1

1

1

NO.

⑦

⑧

⑨

キャップボルト ※仮組み

リダクションスライダーＡ

（アッパー） ※仮組み

リダクションスライダーＢ

（ロア） ※仮組み

M6×30（P1.0）

パーツ名 サイズ（mm） 数量

8

2

2

⑩ Ｏリング 2P28（Φ27.7×Φ3.5）

注意

⑦キャップボルト
（Ｍ6×30）

⑧リダクションスライダーＡ
（アッパー） ⑨リダクションスライダーＢ

（ロア）

※⑦と⑧、⑨のパーツは仮組み状態で梱包されています。

④ジョイントバー

①エンジンガード左側

②エンジンガード右側

③フランジボルト
（M10×25）

⑤カラーＡ
（Φ10×Φ25×34Ｌ）

⑥カラーＢ
（Φ10×Φ25×48Ｌ）

◆ジャッキについて
　ジャッキはマフラーなどを避けて車両の重さを十分に
支えられる場所へ設置し、キズが付かないように車両と
の間に柔らかいウエスなどを入れてください。

油圧ジャッキ

◆ポイント
　エンジンマウントボルトを取り外した際にエンジン
が自重で下へズレてしまう場合がございます。ジャッ
キで下にズレない程度に支えると、取付ボルトの脱着
作業がスムーズに行なえます。

支える以上のリフトアップはしないでくださ
い。車両の転倒やエンジンが上にズレる原因
となります。

パンタグラフ
ジャッキ

※イラストはジャッキを配置したイメージに

　なります。車両に合わせて置いてください。

⑩Ｏリング
P28（Φ27.7×Φ3.5）



2022/12/07

31910　③/⑦

01.　左側のエンジンマウントボルトの取り外し

・ 左側の樹脂キャップとゴムキャップを取り外します。

・ 左側のエンジンマウントボルトを緩めて、純正カラーと純正ナットを取り外します。

 ※作業は左側の部品を仮締めするところまで進めてから右側の作業を行なってください。

フロント側から見た視点
エンジンのこの部分にポケットがあり

ナットが収まっています。脱落して無

くさないよう注意ください。

純正カラー

エンジンマウントボルト

純正ナット

フレーム

エンジン

ゴムキャップ

純正カラー

樹脂キャップ

純正ナット

エンジンマウントボルト
（M10×90）
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02.　エンジンガード左側の仮組み

・ ①エンジンガード左側へ③フランジボルト（M10×25）と④ジョイントバーを仮組みします。

 ※車両への組み込みがしずらくなるため、④ジョイントバーが動く程度に仮締めします。また手順 04 で②エンジンガード右側を組み込むまで、こ

の状態にしておきます。

・ イラストの「作業❶」を参考に樹脂キャップが取り付けされていたフレーム部へ④ジョイントバーを差し込みます。

・ ①エンジンガード左側のフロント側をエンジンマウントボルト（M10×90）と⑤カラーＡ、純正ナットを使用して仮組みします。

 ※組み込み時にエンジンガードが車両に接触するとキズが付く恐れがあります。ご注意ください。

 ※車両によってはエンジンがズレてボルト穴が合わなくなる場合があります。ズレてしまった場合はジャッキでエンジンの高さを調整したり、手で

フレームを開くなどの作業が必要になる場合があります。

フレーム

④ジョイントバーは締め

切らず動く状態にします

作業❶
樹脂キャップがあったフレーム
部へ④ジョイントバーを差し込む

差し込む

純正ナット

④ジョイントバー

①エンジンガード左側

⑤カラーＡ

③フランジボルト
（M10×25）

※④ジョイントバーが

動く程度に仮締め

補足 ①エンジンガード左側（後方部）

フレーム

エンジンガードの段付部をフレーム

のパイプ内側に入れます

エンジンマウントボルト
（M10×90）

※仮締め
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03.　右側のエンジンマウントボルトの取り外し

・ 右側の樹脂キャップとゴムキャップを取り外します。

・ 右側のエンジンマウントボルトを緩めて、純正カラーと純正ナットを取り外します。

04.　エンジンガード右側の仮組み

・ ②エンジンガード右側を④ジョイントバーへ③フランジボルト（M10×25）で仮組みします。

・ ②エンジンガード右側のフロント側をエンジンマウントボルト（M10×132）と⑥カラーＢ、純正ナットを使用して仮組みします。

 ※組み込み時にエンジンガードが車両に接触するとキズが付く恐れがあります。ご注意ください。

 ※車両によってはエンジンがズレる場合があります。ズレてしまった場合はジャッキでエンジンの高さを調整したり、手でフレームを開くなどの作

業が必要になる場合があります。

ゴムキャップ

純正ナット

樹脂キャップ

純正カラー

エンジンマウントボルト
（M10×132）

※左側の取り外し手順と同様に作業してください

⑥カラーＢ

純正ナット

②エンジンガード右側

エンジンマウントボルト
（M10×132）

※仮締め

③フランジボルト
（M10×25）

※仮締め

補足 ②エンジンガード右側（後方部）

フレーム

④ジョイントバー

④ジョイントバーと③フランジボルトを

仮締めし、エンジンガードの段付部をフ

レームのパイプ内側に入れます
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05.　エンジンガードの固定とキャップ類の取り付け

・ 左右のエンジンマウントボルトを所定トルクで締め付けます。

・ 左右にある③フランジボルトを所定トルクで同時に締め付けます。

・ 樹脂キャップのＯリングを取り外し⑩Ｏリングを取り付けます。

エンジンマウントボルト
［締付トルク：44Ｎ･ｍ］

※右側も同様のトルクで締め付けます

③フランジボルト
［締付トルク：45Ｎ･ｍ］

※右側と同時に締め付けてください

ゴムキャップ

樹脂キャップ

樹脂キャップ 樹脂キャップのＯリングを⑩Ｏ

リングへ交換します

⑩Ｏリング
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補修部品

07.　点検作業

06.　リダクションスライダーの取り付け

・ ①エンジンガード左側にリダクションスライダーを取り付けます。ストレート部（約 110ｍｍ以上）の所へ⑧リダクションスライ

ダーＡと⑨リダクションスライダーＢを挟み、⑦キャップボルト（Ｍ6×30）を使用して仮組みします。

・ ⑦キャップボルト（Ｍ6×30）４本を均等に所定トルクで締め付けます。

 ※一度に一本ずつ所定トルクで締め付けると樹脂部品が割れる場合があります。隙間が均等になるよう数回に分けて所定トルクで締め付けてくだ

さい。また締め過ぎた場合も樹脂部の変形や割れの原因となります。

・ 右側も同様に取り付けます。

・ 各部が確実に取り付けられていることを点検してください。異常がなければ作業は終了です。

 ※外した純正カラーは使用しません。無くさないように大切に保管してください。

NO.

1

2

3

4

5

6

7

品番

33602

33603

33810

33811

33812

96388

33189

補修エンジンガード右側（単品）

補修エンジンガード左側（単品）

補修六角シャフト 236L

補修用カラーセット

フランジボルト M10ｘ25ｘP1.25 黒

リダクションスライダー（単品）

Ｏリング Ｐ28（2ヶ入り）

②エンジンガード右側ｘ1

①エンジンガード左側ｘ1

④ジョイントバーｘ1

⑤カラーＡｘ1、⑥カラーＢｘ1

③フランジボルト（M10ｘ25）ｘ2

⑦キャップボルト（M6ｘ30）ｘ4、⑧リダクションスライダーＡ（アッパー）ｘ1、
⑨リダクションスライダーＢ（ロア）ｘ1

⑩Ｏリング ｘ2

構成内容商品名

⑧リダクションスライダーＡ

（アッパー）

⑨リダクションスライダーＢ

（ロア）

⑦キャップボルト

（Ｍ6×30）

［締付トルク：9Ｎ･ｍ］

①エンジンガード左側

A

B

ＡとＢの隙間が

均等になるよう

に締め付けます

補足


